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要       約 

本系群は、我が国の太平洋沿岸に広く分布するが、スルメイカのような広範囲にわたる

回遊は行わず、ローカルな個体群が深浅移動を行っていると考えられる。本系群は主に沖

合底びき網漁業により漁獲され、特に太平洋北部のオッタートロール（以下、トロール）

による漁獲が多い。2011 年には東日本大震災の影響により漁獲量は 1,778 トンであったが、

2012 から 2013 年には 4 千トン台に増加した。太平洋北部の資源量指標値であるトロール

の CPUE は高位水準・増加傾向、太平洋南部の 2 そう曳きの CPUE は中位水準・横ばい傾

向にあるため、漁獲量の多い太平洋北部を優先し、全体の資源水準と動向は高位水準・増

加傾向と判断した。ABC 算定のための基本規則 2-1)を適用し、資源の変動傾向の異なる太

平洋北部と中部・南部の ABClimit を δ1・Cave3-yr（2011～2013 年の平均）・γ1 として算出

し、それらを合算した値を ABClimit とした。資源全体の水準が高位と判断されるため、δ1

を 1.0 として全体の γ1 を計算した結果、γ1 は 1.22 となる。さらに、ABCtarget は ABClimit

×0.8 とした。 

 

 

 

水準：高位      動向：増加 

 

 

2015年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABClimit 4,200トン 1.0・Cave3-yr・1.22 － －

ABCtarget 3,400トン 0.8・1.0・Cave3-yr・1.22 － －

Cave3-yrは2011～2013年の平均、ABCは100トン未満を四捨五入した値。

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合

2012 － 4,377 － －

2013 － 4,254 － －

年は暦年、2013年の漁獲量は暫定値。
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1．まえがき 

ヤリイカ太平洋系群は、太平洋北部では沖合底びき網漁業（以下、沖底）のトロールや

定置網、小型底びき網漁業（以下、小底）などで、太平洋中部では沖底のかけ廻しおよび

愛知県外海の小底（以下、愛知県外海小底）で、太平洋南部では沖底の 2 そう曳きで主と

して漁獲される。また、僅かではあるが太平洋中部にある三重県の大型定置網でも漁獲さ

れる。太平洋中部・南部では他の沿岸漁業でも漁獲されるが、それらの漁獲量は不明であ

る。なお、本系群のうち、ヤリイカ太平洋系群（南部）は、水産庁により平成 13 年度から

実施された「資源回復計画」の対象種となり、平成 16 年 11 月に公表された計画に基づき、

平成 21 年度まで減船等により資源回復が図られた。 

 

2．生態 

(1)分布・回遊 

ヤリイカ太平洋系群は、岩手県以南の本州太平洋岸沖、四国および九州沿岸海域にかけ

て分布する（図 1）。分布水深は適水温により規定され、漁獲水深は北方で浅く、南方で深

い。 土佐湾では、底層水温が 11～15℃の水深 100～250m の底層で漁獲される（通山ほか 

1987）。また、成長に伴い深所に移動し、産卵時に浅所に戻ることが報告されている（通山 

1987、通山・堀川 1987）。対馬暖流系群では産卵期前の暖流上流域への移動と春期の下流

域への移動が確認されている（伊藤 2007）。一方、太平洋系群では回遊に関する知見はな

いが、スルメイカのような広範囲の回遊は行わず、主に深浅移動を中心とした比較的ロー

本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり

データセット 基礎情報、関係調査等

漁獲量

・確定値

太平洋北部の沖底以外の漁獲量（岩手～茨城(4)県、1997～2013年）

愛知県外海小底主要港水揚げ量（愛知県、1992～2013年）

三重県ブリ定置網水揚げ量（三重県、1985～2012年）

・暫定値

三重県ブリ定置網水揚げ量（三重県、2013年）

努力量、CPUE等
・確定値

・暫定値 太平洋北区沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水産庁、2013年
の沖底）

太平洋中部・南部沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水研セ、
2013年の沖底）

太平洋北区沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水産庁、1978～2012年
の沖底）

太平洋中部・南部沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水研セ、
1978～2012年の沖底）

太平洋北区沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水産庁、2013年の沖

底）

太平洋中部・南部沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水研セ、
2013年の沖底）

太平洋北区沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水産庁、1978～
2012年の沖底）

太平洋中部・南部沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水研セ、
1978～2012年の沖底）

ヤリイカ太平洋系群－2－

－1804－



 

 

 

 

カルな個体群を形成していると考えられる。 

 

(2)年齢・成長 

ヤリイカは寿命が 1 年の単年性種である。雄は雌に比べて最大外套背長が大きくなり（通

山 1987、木下 1989）、雌は 220mm 程度まで成長するが、雄は 300mm 以上となる。資源

量が多かった時代には、土佐湾において稚仔は 5～6 月に水深 100m 前後に着底し、7 月に

外套背長 50～80mm 程度に成長した個体から水深 150m 付近に移動し、8～12 月には水深

300m まで分布を拡大して索餌活動を行い、1 月下旬以降、外套背長が 180～350mm 程度と

なった成熟個体が再び水深 100m 前後に移動して産卵していたと報告されている（通山 

1987、通山・堀川 1987）。 

 

(3)成熟・産卵 

土佐湾では、1 月下旬から 4 月下旬に底層水温 12～14℃の水深 70～150m 付近に接岸し

て付着基質に卵嚢を産み付ける（通山 1987）。太平洋岸におけるヤリイカの産卵場は東北

～九州の沿岸各地で確認されている（伊藤 2002）。 

 

(4)被捕食関係 

ヤリイカは、外套背長 50mm まではカイアシ類を主に捕食し、60～140mm でカイアシ類

に加えてオキアミ類、150mm 以上でカイアシ類、オキアミ類およびアミ類、170mm 前後

からは魚類を捕食する（通山ほか 1987）。なお、捕食者に関する情報は得られていない。 

 

3．漁業の状況 

(1)漁業の概要 

ヤリイカ太平洋系群は、主に底びき網により漁獲されている（表 1、図 2）。太平洋北部

では、かつては沖底のかけ廻しによる漁獲が多かったが、近年は沖底のトロールによる漁

獲が多い。太平洋中部では、かつては沖底の 1 そう曳き（かけ廻し）による漁獲が中心で

あったが、近年は愛知県外海小底の漁獲割合が高い。太平洋南部では、沖底の 2 そう曳き

が主に本種を漁獲している。また、1990 年代以降、太平洋北部での漁獲の割合が大きくな

っており、太平洋中部・南部の着業船が減少したことに加え、ヤリイカ太平洋系群の分布

が北偏傾向を示していることがその原因として考えられる。 

 

(2)漁獲量の推移 

ヤリイカ太平洋系群の漁獲量は、1978～2013 年には 947～5,121 トンの間を増減してお

り、1979 年に過去最高を記録した（表 1、図 2）。1990 年までは太平洋北部と太平洋中部・

南部の漁獲量はほぼ同程度であったが、1991 年に太平洋南部の沖底による漁獲量が急減し、

その後は太平洋北部の漁獲量が大部分を占めるようになった。漁獲量は 2002～2005 年に減

少し、2005 年には過去最低の 947 トンとなったが、その後、増減した後、2010 年には 2,596

トンとなった。漁獲量は、2011 年には東日本大震災の影響により 1,778 トンまで減少した

が、2012 年には 4,377 トンまで増加し、2013 年にも 4,254 トンとなった。 
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(3)漁獲努力量 

 太平洋北部の沖底の漁獲努力量（有漁網数）をみると、トロールの漁獲努力量は 1990

年に最大の 76 千網を上回る水準となった（表 2、図 3）。その後、漁獲努力量は減少傾向と

なり、2010 年には最盛期の 1/4 の 19 千網となり、2011 年には東日本大震災の影響もあっ

て 10 千網にまで減少した。2012 年にはやや増加して 10 千網、2013 年には 14 千網となっ

たが、震災以前の水準まで回復していない。小海区別にみた場合、常磐海区の漁獲努力量

の減少が著しい。これは、福島県船が操業を自粛しているためである。近年のかけ廻しお

よび 2 そう曳きの漁獲努力量は少なく、2000 年代以降、低い水準で推移している。 

太平洋中部・南部の沖底では、中部の 1 そう曳きおよび南部の 2 そう曳きの着業隻（統）

数が 1978 年に 15 隻および 13 ヶ統であったが、2013 年にはそれぞれ 5 隻および 3 ヶ統ま

で減少した（表 3、図 4）。中部の 1 そう曳きの漁獲努力量は、1984～1996 年には 11 千～

23 千網台であったが、その後は減少して 2011 年に 2,978 網となった後、2013 年には 4,516

網とやや増加した。南部の 2 そう曳きの漁獲努力量は、1978～1990 年代までは次第に増加

して 1990 年に 13 千網台とピークとなったが、その後減少し、2011 年には 1,456 網に減少

した。しかし、その後やや増加して、2013 年には 1,970 網となった。これらのことから、

太平洋中部・南部で漁獲量が減少した要因として、分布の北偏による中部および南部での

資源の減少に加え、努力量の低下の影響も大きいと考えられる。 

 

4．資源の状態 

(1)資源評価の方法 

 海域により資源量指標値の動向が異なること、太平洋中部の愛知県外海小底の CPUE が

利用できないことから、太平洋北部では近年の漁獲量が多い沖底のトロールの CPUE を、

太平洋中部・南部では太平洋南部の沖底の 2 そう曳きの CPUE を資源量指標値とし、海域

を太平洋北部と太平洋中部・南部の 2 海域に分けて資源を評価した。資源水準を判断する

ため、各々の 2011 年までの CPUE の最大値と最小値の間を三等分して高位・中位・低位

に区分した（図 3、図 4）。また、各々の過去 5 年（2009〜2013 年）の CPUE の変化傾向か

ら資源動向を判断した。なお、2012～2013 年の太平洋北部において沖底の CPUE が急増し

たが、福島県船の操業自粛が CPUE に影響している可能性が高いため、2012～2013 年の太

平洋北部の CPUE には補正した値を用いた（補足資料 1）。 

 

(2)CPUE の推移 

 表 2 および図 3 に 1978～2013 年の太平洋北部における沖底の漁獲努力量および CPUE

を示した。ヤリイカを最も多く漁獲する金華山～房総海区のトロールの CPUE は、漁獲努

力量が増加した 1985～1993 年に低い値となったが、1996 年には 91kg/網と比較的高い水準

になった。その後は増減を繰り返し、2009 年には 58 kg/網になったが、2011 年には東日本

大震災の影響で漁獲努力量が大幅に減少したにも関わらず、105 kg/網まで増加した。さら

に、2012 年の CPUE は過去最高の 298 kg/網に達し、2013 年も 208 kg/網と高い水準となっ

た。2012～2013 年の CPUE は福島県船の操業自粛の影響を受けていると考えられるため、

太平洋北部の資源の指標値を福島県船のデータを用いないで求めることを考え、宮城県船

の金華山海区、茨城県船の房総海区、千葉県船の房総海区のデータを用い、福島県船のデ
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ータを除く CPUE を求めた（補足資料 1）。その値に基づき、2012～2013 年の CPUE を補

正した結果、補正した CPUE は 2012 年に 203kg/網、2013 年に 152 kg/網と算定された。 

 表 3 および図 4 に 1978～2013 年の太平洋中部・南部における沖底の着業統（隻）数、漁

獲努力量および CPUE を示した。太平洋南部の 2 そう曳きの CPUE は 1990 年までは約 3

年周期で 48～182 kg/網の間を変動していたが、1991～2005 年には 7～58 kg/網の低い水準

が継続した。その後、2006～2010 年には 93～211 kg/網と比較的高い水準となったが、2011

年には 23 kg/網にまで減少した。その後、2012 年、2013 年と増加し、2013 年には 109 kg/

網まで回復した。 

調査船による土佐湾の幼イカ採集数調査は、調査船が 2011 年 8 月をもって運航できなく

なったことから、データ取得ができなくなった。そのため、平成 24 年度から愛媛県に委託

し、小底漁船を用いて豊後水道南部の水深 100～120m の海域で幼イカ加入量調査を試験的

に開始している。しかし、水深がやや浅いため、ケンサキイカ幼イカの入網がほとんどで

あり、調査方法の再検討を行っている。 

 

(3)資源の水準・動向 

太平洋北部のトロール（2012～2013年の補正値を採用）と太平洋南部の2そう曳きの

CPUEの推移から、太平洋北部では資源は高位水準・増加傾向、太平洋中部・南部では中

位水準・横ばい傾向と判断した（図3、図4）。系群全体では、漁獲量の大部分を占める太平

洋北部を優先し、高位水準・増加傾向と判断した。 

 

5．資源管理の方策 

 高位水準・増加傾向にある本資源の管理目標として、資源の水準および動向を把握しつ

つ、適切な有効利用を図ることが考えられる。東日本大震災後の太平洋北部では、努力量

の急増や操業位置の変化がないかを注視していく必要がある。 

 

6．2015 年 ABC の算定 

(1)資源評価のまとめ 

太平洋北部のトロールの CPUE から太平洋北部では資源は高位水準・増加傾向、太平洋

南部の 2 そう曳きの CPUE から太平洋中部・南部では中位水準・横ばい傾向と判断した。

漁獲量の多い太平洋北部を重視して、ヤリイカ太平洋系群の資源水準と動向を高位水準・

増加傾向と判断した。 

 

(2)ABC の算定 

太平洋北部と太平洋中部・南部では異なる変動傾向を示すことから、平成 26 年度 ABC

算定のための基本規則 2-1）により海域別に ABC を算出し、両者を合計して太平洋系群全

体の ABC を求めた。 

 

 

 

 

1 t 1

1

ABClimit=δ ×C ×γ

γ =(1+k×(b/I))

ABCtarget=ABClimit×α
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δ1 は資源状態によって決まる係数、k は係数、b および I はそれぞれ資源量指標値の過去 3

年の傾きと平均値である。また、Ct には漁獲量が大きく変動するため Cave3-yr を用い、近

年（2011～2013 年）の漁獲量の平均値とした。 

太平洋北部ではトロールの CPUE、太平洋中部・南部では太平洋南部の 2 そう曳きの

CPUE を資源量指標値として γ1 を求めると、太平洋北部で 1.15、太平洋中部・南部で 1.75

となった（k は基準値の 1.0、I と b は太平洋北部では 153 および 23.6、太平洋南部では 57

および 42.7）。δ1 は、太平洋北部では資源が高位水準にあることから 1.0、太平洋南部では

資源が中位水準にあることから 1.0 とした。過去 3 年（2011～2013 年）の Cave3-yr は太平

洋北部で 3,062 トン、太平洋中部・南部では 408 トンなので、ABClimit はそれぞれ 3,534

トンおよび 713 トンとなる。これらに安全率 α=0.8 をかけた 2,827 トンおよび 571 トンを

ABCtarget とした。系群全体としては、これらを合計して ABClimit が 4,247 トン、ABCtarget

が 3,398 トンとなる。 

太平洋系群全体の δ1 は漁獲量の多い太平洋北部を重視して 1.0 とし、全体の ABC が合

計値と等しくなるように γ1 を求めた。その結果、全体の γ1 は 1.22 となる。 

 

 

 

(3)ABC の再評価  

 

 

 

 2013 年（当初、2013 年再評価）および 2014 年（当初）の ABC 値は、平成 26 年 7 月 4

2015年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABClimit 4,200トン 1.0・Cave3-yr・1.22 － －

ABCtarget 3,400トン 0.8・1.0・Cave3-yr・1.22 － －

Cave3-yrは2011～2013年の平均、ABCは100トン未満を四捨五入した値。

昨年度評価以降追加されたデータセット 修正・更新された数値

太平洋北部・中部・南部の沖底データ 2012年の漁獲量、努力量、CPUEの確定

三重県ブリ定置網水揚げ量 2012年の漁獲量確定

太平洋北部・中部・南部の沖底データ 2013年の漁獲量、努力量、CPUEの暫定値の追加

三重県ブリ定置網水揚げ量 2013年の漁獲量暫定値の追加

愛知県外海小底の漁獲量 2013年の漁獲量推定値の追加

評価対象年（当初・再評価） 管理基準 資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量

北部 1.0・Cave3-yr・1.33

中部・南部 0.8・Cave3-yr・0.37

北部 1.0・Cave3-yr・1.29

中部・南部 0.8・Cave3-yr・0.37

北部 1.0・Cave3-yr・1.29

中部・南部 0.8・Cave3-yr・0.37

北部 1.0・Cave3-yr・1.68

中部・南部 0.8・Cave3-yr・0.46

北部 1.0・Cave3-yr・1.47

中部・南部 0.8・Cave3-yr・0.46

2013年の漁獲量は暫定値、量の単位はトン、ABCは100トン未満を四捨五入した値。

3,000

なお、全ての評価は、平成26年度ABC算定のための基本規則に基づき計算した。

4,254

2014年（当初） － 4,300 3,400

2013年（2014年再評価） － 2,200 1,800

2014年（2014年再評価） － 3,800

2013年（当初） － 1,800 1,500

2013年（2013年再評価） － 2,200 1,800
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日に訂正された ABC 算定のための基本規則に基づき計算した。2013 年（2013 年再評価）

で ABC が増加した主な原因は、漁獲量に太平洋北部の沖底以外の漁獲量を加えたためで

ある。今年度の評価において、太平洋北部の 2012～2013 年の CPUE には補正値を用いる

べきと判断されたため、2014 年（2014 年再評価）では 2012 年の補正値を用いて再計算を

行った。その結果、太平洋北部の γ1 が修正され、ABClimit は 500 トン減、ABCtarget は 400

トン減となった。 

 

7．ABC 以外の管理方策の提言 

スルメイカでは、温暖期と寒冷期に再生産海域や分布範囲が大きく変動することが知ら

れ（桜井ほか 2003）、ヤリイカでも同様の現象が認められている。ヤリイカ対馬暖流系群

では、分布の北端に近い青森県の漁獲量は温暖期に増加して寒冷期に減少し、分布の南端

に近い日本海西区の漁獲量は温暖期に減少して寒冷期に増加する傾向がある(Tian 2007)。

すなわち、ヤリイカは温暖期に北部で、寒冷期には南部で増加する。太平洋中部・南部で

は、努力量の大幅な減少にも関わらず、2012 年まで資源水準が好転せず、北部で漁獲量の

増加が認められている。そのため、太平洋系群でも長期的な生息環境の変化が資源変動に

与える影響を考慮すべきと考えられる。一方、2013 年の太平洋中部・南部の資源は中位水

準にまで回復したと判断されることから、今後の動向を注視する必要がある。 

 

8．引用文献 

伊藤欣吾 (2002) 我が国におけるヤリイカの漁獲実態．青森水試研報, 2, 1-10. 

伊藤欣吾 (2007) 北日本ヤリイカ個体群の分布回遊と資源変動要因に関する研究．青森水

総研研報, 5, 11-68. 

川崎 健 (2002) 海洋生物資源の基本的性格とその管理．漁業経済研究, 47, 87-109. 

木下貴裕 (1989) ヤリイカの日齢と成長について．西水研報告, 67, 59-68. 

桜井泰憲・山本 潤・木所英昭・森 賢 (2003) 気候のレジームシフトに連動したスルメ

イカの資源変動．月刊海洋, 35, 100-106. 

Tian, Y. (2007) Long-term changes in the relative abundance and distribution of spear squid, Loligo 

bleeleri, in relation to seawater temperature in the south-western Japan Sea during the last 

three decades. GIS / Spatial Analysis in Fishery and Aquatic Science, 3, 27-46. 

通山正弘 (1987) 土佐湾におけるヤリイカの産卵期の推定．GSK 西日本底魚部会報, 15, 

5-18. 

通山正弘・堀川博史 (1987) 土佐湾におけるヤリイカの産卵場について．南西海区ブロッ

ク会議第 6 回魚礁研究会報告, 45-51. 

通山正弘・坂本久雄・堀川博史 (1987) 土佐湾におけるヤリイカの分布と環境との関係．

南西外海の資源・海洋研究, 3, 27-36. 

  

ヤリイカ太平洋系群－7－

－1809－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図 1. ヤリイカ太平洋系群の分布域 

図 2. ヤリイカ太平洋系群の漁業種類別海域別漁獲量 

2013 年の値には暫定値を含む。 

太平洋北部の沖底以外は 1997 年以降、愛知県 

外海小底は 1992 年以降、三重県定置網は 1985 

年以降のみ。 
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表3. 太平洋中部・南部の沖底によるヤリイカの着業隻（統）数、

           漁獲努力量およびCPUE

中部
1そう曳き

南部
2そう曳き

中部
1そう曳き

南部
2そう曳き

中部
1そう曳き

南部
2そう曳き

1978 15 13 6,386 8,019 30.3 71.8
1979 15 12 5,993 8,753 28.0 149.1
1980 15 12 8,217 9,108 30.7 116.6
1981 15 12 8,066 7,622 26.9 47.8
1982 14 12 8,071 10,726 29.8 120.7
1983 14 13 7,296 9,887 33.1 129.6
1984 14 11 18,786 10,397 10.1 98.4
1985 14 11 19,796 10,673 19.5 157.5
1986 14 11 13,742 11,020 33.1 65.1
1987 14 11 19,153 12,454 13.4 95.3
1988 14 11 20,731 12,505 11.2 182.1
1989 14 11 23,556 12,291 15.3 87.8
1990 13 11 19,936 13,581 8.2 114.5
1991 12 11 16,475 12,504 11.2 29.4
1992 10 10 14,521 12,572 6.1 30.1
1993 8 9 17,369 8,384 3.4 7.1
1994 8 9 22,954 8,541 2.4 20.1
1995 7 9 11,535 8,938 4.4 28.7
1996 5 8 15,217 8,197 5.3 57.8
1997 4 8 9,875 8,990 6.1 47.8
1998 4 9 7,993 9,606 6.3 41.8
1999 5 9 2,826 9,894 33.7 31.5
2000 5 8 5,807 7,950 8.6 41.8
2001 4 8 5,142 8,028 8.8 31.2
2002 5 8 4,095 5,834 7.6 43.9
2003 5 7 6,238 7,250 5.4 29.0
2004 5 7 9,142 4,294 6.9 18.4
2005 5 5 7,517 4,472 7.9 32.6
2006 5 3 7,228 2,097 14.3 92.6
2007 5 2 4,496 2,450 17.1 210.7
2008 5 3 4,213 2,394 8.6 90.3
2009 5 3 3,661 1,725 11.4 127.0
2010 5 3 3,388 1,849 10.2 97.2
2011 5 3 2,978 1,456 10.4 23.3
2012 5 3 6,178 1,663 5.0 39.2
2013 5 3 4,516 1,970 4.9 108.7

注：2013年の値は暫定値。

着業隻（統）数 努力量（有漁網数） CPUE (kg/網)

年／漁法
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補足資料 1 沖底 CPUE の補正値の求め方（2012～2013 年） 

 

 

 

震災以降、相対的に CPUE が低かった福島県船の操業自粛が行われていることから、2012

年および 2013 年の金華山海区以南の CPUE は高めの値になっている可能性がある（服部

ほか 2014）。そこで、太平洋北部の資源の指標値を福島県船のデータを用いないで求める

ことを考え、震災前の福島県を含めた CPUE と含めない CPUE の関係式をもとめ、震災以

降に福島県が通常の操業を行っていた場合の CPUE を推定した（補足表 1）。 

 1997～2011 年のデータを用い、福島県を除く CPUE と福島県を含む金華山海区以南の

CPUE の関係を調べた結果、両者には正の相関が認められた。 

 

Y=0.7206X-13.14, r2=0.723, p<0.001 
 

ここで、Y は平成 25 年度以前の資源評価で使用した福島県を含めた金華山海区以南の

CPUE、X は福島県船のデータを用いず、宮城県船の金華山海区、茨城県船の房総海区、

千葉県船の房総海区のデータから得た CPUE である。 

 この式を用いて 2012 年の福島県を除いて求めた CPUE（299.6）から 2012 年の金華山海

区以南の CPUE を推定した結果、203kg/網、2013 年の福島県を除いた CPUE（229.2）から

2013 年の金華山海区以南の CPUE を推定した結果、152kg/網という補正値が得られた。 
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補足表1 福島県を除いた場合のCPUEの計算方法

年 漁獲量(A) 網数(a) CPUE 漁獲量(B) 網数(b) CPUE 漁獲量(C) 網数(c) CPUE
1997 437,201 6,287 69 5 702,421 3,046 230 6 431,811 3,961 109 0 118 2
1998 320,589 6,121 52 4 541,035 2,851 189 8 256,123 2,973 86 1 93 6
1999 747,274 9,771 76 5 507,750 3,558 142 7 379,266 3,437 110 3 97 5
2000 456,190 8,021 56 9 393,411 3,183 123 6 231,293 2,674 86 5 77 9
2001 1,104,446 8,790 125 6 278,163 1,768 157 3 334,399 1,736 192 6 139 7
2002 489,117 7,707 63 5 75,337 1,293 58 3 220,991 1,779 124 2 72 9
2003 262,372 6,193 42 4 130,148 1,450 89 8 304,450 2,054 148 2 71 9
2004 304,902 6,122 49 8 95,922 1,103 87 0 234,368 2,016 116 3 68 7
2005 107,791 3,336 32 3 47,962 980 48 9 208,471 2,216 94 1 55 8
2006 258,004 4,672 55 2 76,800 1,546 49 7 293,799 1,943 151 2 77 0
2007 341,806 4,200 81 4 97,419 1,901 51 2 189,200 2,111 89 6 76 5
2008 355,975 3,715 95 8 173,380 1,454 119 2 485,678 2,222 218 6 137 3
2009 166,396 3,035 54 8 185,196 1,758 105 3 472,342 2,145 220 2 118 8
2010 299,303 3,505 85 4 187,905 2,368 79 4 513,194 2,115 242 6 125 2
2011 229,685 3,450 66 6 165,343 1,971 83 9 502,763 2,024 248 4 120 6
2012 419,601 3,962 105 9 1,345,193 3,928 342 5 1,146,414 1,828 627 1 299 6
2013 282,907 7,401 38 2 1,322,698 3,008 439 7 1,238,025 2,000 619 0 229 2

宮城県の金華山海区 茨城県の房総海区 千葉県の房総海区 福島県を除くCPUE=
 (A+B+C)/(a+b+c)
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